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スイスの自然と人々

(その1)

1まえがき

H本の若い人にとってスイスは最も人気のある外国で

あるという.“美しい自然と平和を愛する人々"とい

うイメｰジを講でも持つようだ.たしかにこのイメ

ｰジはウソではない.スイスの自然は有名たアノレプス

を抱き全土がそのままヨｰロッパの公園といっても

過言ではたい.旅人や見知らぬ人に向けられる暖かい

微笑はスイスに少しでも足を入れた人は必ず持つに違い

たい体験であろう.だがスイスに長く少なくとも

半年以上住んでいる日本人は例外なく言うのである.

｢スイス人さえいなければスイスは世界一良い所だ｣.

この感想も偽りではないと思う.私自身スイスで2年

近く過しているが人からスイスはどうでしたかと聞か

れれぱやはりこのように答えるだろう.

ではスイスは住みにくい国だのか.そうだと単純

に答えればでたらめた思いつきを言うたと私自身の別

の声がささやく.この美しい“楽園"は私が日本で

想像していたよりはるかに複雑た要素を持った国であ

る.ある意味では日本以上に.わが九州よりもせま

い国に4つの異なった言語を話す人々が住み各家には

星野一男

実包20発を常備した最新鋭の小銃を具えたがらこの何

百年来外国とも国内でも銃火の争いの見られなかっ

た国.ドイツフランスイタリアオｰストリｰの

ように中世以来1くせも2くせもある強国に囲まれなが

ら独立を立派に保った国.これかお伽話の世界ではた

く現実の世界の事であればこのような奇蹟を可能た

らしめている人々は多くの秘密を持っているのが当然の

事たのだろう.私達地質家にとってスイスと聞けばま

ずアノレプスである.ヨｰロッパの屋根であり聖地で

あるスイス･アルプスは古典的地質学が青くまれ成長

した所である.地理的条件に恵まれたスイス･アノレプ

スは近代的地質学の対象としてたおその魅力を失っては

いない.2年間の生活体験がこの神秘の国からどの程

度にべ一ノレをはきとれるか私自身心もとないが“美し

いアノレプスの国"でのさまざまた印象と絶ちがたい愛着

をもとにその自然と人々の素描を試みてみよう.
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第2関

スイスの行政区分図.

略号は第3図に示したカ

ントン(州のようなもの)の名

を示す.�
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第3図25のカントン

表1スイスのカントン]覧1､
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総数22のカントンがあり

うち3は2づつのより構成されている.
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____一.!4ρ,657

平均人口癖度

150人/k孟

*準カントン

2国土と住民

スイスの総面積は41,288km2で九州よりやや小さい.

人口は620万.国土の面積は日本のほぼ!0分の1であ

るが人口は20.分の1に近い.

すたわち人口密度は同本の

約2分の1であるがこの

国を旅行すると日本よりも

はるかにゆったりした感じ

を持つ.これは周本のよ

うに人口が大都市に集中せ

ず適当に分散しているか

らであろう.スイス最大

の都市チュｰリッヒですら

人口は50万弱に過ぎない.

スイスは連邦政治制を

とっており全土は22のカ

ントン(Kanton便宜上州

と呼ぶ)に分かれる.そ

のうち3はさらに2コづつ

の半カントンに分かれてい

るからこれを含むと25の州

に分かれているといえる.

各州は3図に示すようだ州

の紋章を持っている.ス

イスの州はおそらく連邦

政体を採っている世界諸国

のうちでどこよりも強力た

独立制を持っている.ごく大ざっぱにいって軍事と外交

をのぞいて各州はそれぞれ独立した権限を持っており

それぞれの憲法と政府と議会を持っている.州はコミュ

瀦

第4図カントンの紋章は地方分権意識の強いスイス人にとって目覚

あらゆる機会に使われる.これは乗用車のプレｰトに使われ

ている例.CHの文字はヨｰロッパでスイス所属の車に使わ

れている略号.

灘麟灘,欝

第5図筆者の住んでいたコミュｰン(市町村の如き単位)はチュｰリ

ッヒ市の郊外10km.人口約2,O00入のスイスとして平均的な

コンミュｰンであるがこれはその町役場のような役割りを持

っているゲマインドハウス.�
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一ン(Communeドイツ語地域ではGemeindeと呼ば

れる.市町村にあたるかこれでは印象が薄れてしまう

ので以下もコミュrンあるいはゲマインドのまま使わ

せていただく)より構成される.コミュｰンはむしろ

共同体と訳した方がよいであろう.スイスの州と共同

体それは筆者の知るかぎり単なる行政単位の大小と

いう概念で肥えられるものではなくスイス独自の殺害11

りと意義を持っている.この実態を正しく理解したい

とスイスというものは分からたい.このことはあとで

機に触れて詳しく説明したいが差し当っての理解の一

助として著者の体験を述べてみよう.

スイスに3ヵ月以上滞在する外国人は特別許可が必要

である.スイスの経済は戦後非常に活発にたってきて

人手が足らずそれをイタリアスペインなどの移入労

働者で補っているが最近ではこれら外人労働者が全人

口の15%にも達する熱となったために複雑た波紋を各方

面にまきおこす結果どたりスイス連邦政府は長期滞在

外国人の流入を制限すべきか否かで1969年に国民投票に

かけたが僅小の差で制限案は否決された.しかし以後

特別許可を得ることは非常にむずかしくたっており著

者の場合も関係教授が何回も関係機関に説明しなげれば

ならたかったという話をあとで聞いた.所でこの許可

証を発行し外国人滞在者に関する事務を行たうのは連

邦政府ではたく各州の外国人警察部(Fremdenp01i･ei)

たのである.スイスに入国した長期滞在者は入国前に

居住しようとする州警察から許可証をもらわたければた

らたい.そして入国後7目以内に居住地のコミュｰン

に住所入国月目を届け出る事が義務とされている.

入国早々これは絶対に忘れるたといっしょに研究を

することにたった教授から念をおされて新しい住所に

落ちつくとすぐ近所の人に教わって届け出をだすべき

“役場"におもむいたときその建物の正面にはっきり

と書かれてあった“Gemeindehaus"の看板を見た印象

は非常に強烈でこの印象すたわちスイスの印象として

滞在中つねに離れることはたかった.ゲマインド町

とか村ではない単たる人口の集中個所ではなく住民の

主体的表現を示すのだという強固な意志カミその文字から

発散しているようでたるほどこれがスイス･デモクラ

シｰたのかと感じた次第であった.

スイスには全国を通じて3,080のコミュｰンがある.

平均して約2,000人が1つのコミュｰンを形成している･

スイス連邦は1つの国であると思っていると実態を誤

るおそれがある.それは25の州の連合以外の何もので

もないのである.このニュアンスをよく理解しておか

ないとスイス･デモクラシｰを理解することはむずか

しい.スイス人自身カミ言うようにスイス連邦の国民は

3重の国籍を持っている.すたわちまずコミュｰン

の一員であり州の住民でありまたスイス連邦の国民

なのである.

スイスには現在4つの言語区がある.東半分ではド

イツ語系(スイス･ドイツ語といわ枠いわゆる高地ド

イツ語の一派といわれているが実質は非常に違ってい
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る)西部がフランス語南部がイタリア語そして東

南の1部にレｰト･ロマン語(ロｰマ時代に由来するも

のでラテン語系)がある.これらの4言語地域はその

ままスイスを構成する4つの欠きた社会を反映している.

4言語ともスイス憲法で国語として認められているが

中央政府からの文書をはじめとしてスｰパｰマｰケット

のあらゆる商品に至るまでドイツ語フランス語イ

タリア語の3言語が併記される.レｰト･ロマン語は

今日ではほぼ5万人くらいの人カミ語すだけであるが連

邦政府はこの言語区を保存するためにいろいろな保護を

与えている.

3ヘルベチアｰ古代スイス

西暦紀元前スイスの地にはヘノレウェティｰ族といわ

れるケノレト系の人々が棲んでいた.有名たシｰザｰの

ガリア戦記は紀元前58年から51年にかけて行たわれたロ

ｰマ軍によるガリア(今のフランス)遠征を記録したも

のだがこの戦争の発端を開いたのがヘノレウェティｰ族

である.2千年前のことであるがヘノレウェティｰ

(HeIvetii)の名はヘルベチアとしてスイスの別称にも使

われ(カット)またアノレプルのナッペ構造で有名たヘル

ベチア帯としても使われてわれわれにもたじみが深い.

ヘルウェティｰとシｰザｰの物語は今日のスイス人を理

解する上で非常に示唆的なので冗長にはなるがガリア

戦記の冒頭から多少抜すいしてみよう(引用部分は近山

金次訳岩波文庫より).

当時ヘルウェティｰ族の領地は北はユラ山脈とライ

ン川により南はアノレプス山脈によって周囲より閉じ込

められていた.紀元前61年部族のうちで最も當裕た

オルケトリクスは王にだろうという野望を抱き貴族と

陰謀を企てた.そして部族のものに自分らにとって

この領地はせますぎるいざ大挙して中原に出ようでは

たいか自分らは誰よりも武勇がすぐれているからガリ

ア全部を征服し号令するのはたやすいことだと説き

伏せた.そこで人々は出発するのに必要たものをとと

のえできるだけの駄馬と荷車を買い上げ途中で穀物

の供給にこと次かたいためにたくさんの種子を播き近

くの部族と伸をよくした.それには2年間で十分と思

い3年貝に出発と法で決めた.……オノレケトリクスは

(他の部族をも仲間に入れようとして)セｰクアニｰ

族ノ･エドゥイｰ族の有力者と内密に相談して自分は

やがて部族の支配権を握るからそのときには2人のた

めに王位をとってやろうと確約した.2人ともその言

葉に動かされて信義を誓い合い王位をとった暁には最

も強い3つの部族でガリア全部を支配しようと思った

(所がこの密謀は露見してしまった).ヘルウェティｰ

族は習贋によってオルケトリクスを縛って理由を述べさ

せることにしもしそれで有罪となれば火刑に処せられ

るはずであった.しかしオノレケトリクスは裁判の同

にほう大た人数の味方を召集して弁明せずにすませてし

まう.怒った部族の人々は武力に訴えても淀を護るう

として人数を集める.騒然としたたかにオルケトリ

クス自身が死体とたって発見される.ガリア戦記では

自殺の疑いがたいでもないと述べている.……オルケ

トリクスが死んでもヘルウェティｰ族はやはりその領地

を出る決心を実行しようとした.そこで12個に上るす

べての町400の村そのほか個人の家に火をかけ帰

国の望みを残さずに断乎としてあらゆる危険を冒そうと

穀物も携帯できるものの他はみ肢焼きすて挽いた食糧

を3ヵ月分ずつ持って紀元前58年3月28目に今のジュネ

ｰブに近いロｰヌ河岸に集結し一･･やがて急ぎロｰマ

から駈けつけたシｰザｰのひきいるロｰマ軍と小ぜり合

いをしながらロｰヌ河の上流より今のフランス南部リヨ

ン近くに大挙して侵入する.

やがて両軍はリヨン北方150kmいまTou1o阯s肚ん

nouxと呼ばれる町の付近Amecyの丘で決戦の目を

迎える.……シｰザｰは部隊をAmecyの丘に引き上

げ……中腹に4個軍団で3重の戦陣を布いた.ヘル

ウェティｰは……方陣を組んで味方(ロｰマ軍)の第

1の戦陣に迫った.シｰザｰはすべての馬を見えたい

場所に移し(背水の備えをしてから)部下をはげまし

て戦いだした.兵士は高地から槍を投げて昔もたく敵

の方陣をくずした.それをくずすと剣をぬいて切りこ

んだ.ガリア人の楯の多くは槍の一撃で破れてからげ

られ槍の穂先の鉄が曲ってしまうとぬき取ることもで

きず左手が不自由では思うように戦うこともできない

ので非常に困り……むしろ楯を手から外して身を蔽う

ものもなく戦うようにたった.やがて……約1マイル

の距離にあった山に向けて退却し出した.

ヘノレウェティｰは降伏しシｰザｰは彼らに出て来た

もとの土地へ帰ることを命じた.このとき自ら家を

焼きガリアに侵入したヘノレウェティｰ族は老若男女す

べて40万に近かったが本国に帰り得たもの10万余で

あったという.

この後スイスの住民は決して他国に侵憲しようとは

したかった..スイスはこの後長い間ロｰマの属領とな

り5･6世紀のゲノレマ1/民族の大移動のとき大部分力ミ

ァノレマン族ブノレグント族に占領された.これが今周

のドイツ系フランス系スイス人の起源となっている.�
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策7図スイス地勢図.北より南ヘユラ山脈中央低地雑(モラッセ盆地)

ルフスペニニン･アルプスの帯状構造がよくうかがわれる.

ロｰマ時代のスイス人は東南の一隅に残りレｰト･ロ

マニス語を今日まで伝えている.これにアノレプス南部

のイタリア系スイス人(ラテン系)を加えて三つの民

族と四つの言語という現在のスイスが形成されること

になる.

ガリア戦記に語られていること有力者オルケトリク

スの野望を粉砕した部族の強靱た抵抗ガリア諸族の間

でもとりわけ好戦的だったというヘルウェティｰの血

武勇にすぐれたがら天険にさまたげられ発展できたかっ

ヘルベチア1ア

た人々はスイスのユニｰクた社会の

根源がはるか古代まで遡り得るという

ことであろう.

4スイスの地理･気候

一一般にスイスは3地形部分に分けら

れる.北からユラ低地帯および

アノレプスである(第7図).

主要た都市産業はほとんど低地帯

に集中している.この幅およそ60㎞

長さ300㎞の範囲はいわばスイスの

中心である.スイスの地理は氷河を

抜きにしては語れたい.最盛期には

10指で算え得るわずかな高峯をのぞい

てすべて厚い氷で埋めつくされたとい

う.欠きた町はいずれも湖か河のモ

レインの上に築かれている.チュｰ

リッヒはドイツ系地域の中心チュｰ

リッヒ湖の北端にありスイスの工業

商業の中心地で人口(44万)もスイス

最大.ロｰマ時代にはトリクム(Turicum)と呼ばれ

今も町の中心にその砦のあとがある.これに対してジ

ュネｰブはフランス系地域の中心都市チュｰリッヒが

第8図チュｰリッヒの中央を貫くリマ川とその岸に今も残る中世のノ･ンザ同盟

時代のギルド･ハウス(陸揚げした商品の売買を行なった商館).

第9図

チュｰリッヒ市北西.ヒ空から南東方陶を望んだ航空写真､チ

ュｰリッヒ市.チュｰリッヒ湖ヘルベチアアルプスがよく

見える.�



山47一
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からずれている理由につい

てはサン･ゴッダルド山

塊が最も隆起しつつある地

域であるとの解釈があり

これは最近予備的に行たわ

れた水準測量の結果でも認

められている.

チュｰリッヒ湖にのぞむようにジュネｰブはレマン湖の

西端にありユラ山脈を背にした国際観光都市である.

モン･ブラン橋からレマン湖を通して望む白雪のアルプ

ス連峯はスイスの代表的た風景であろう.人口18万

カルビンが宗教改革を口昌えた地で中世には新教徒のロｰ

マといわれた.ベルンはジュネｰブチュｰリッヒの

ほぼ中央に位置する.ドイツ系地域に属するがこの地

理的な理由などから1848年にスイス連邦憲法が成立す

るや首府として選ばれた.人口17万市の中心部は近

世のスイス都市の形態がもっともよく保存されていると

いわれる.

ユラ山脈は最専)高いところで1,400mに満たたい小山

脈であるが地形は急峻でフランスおよびドイツとの自

然の境界をなして来た.バｰゼル以西ではゆるやかた

南フランスの丘陵へいつの間にか移行するし以東では

ドイツのバｰデンの黒い森ノ･一シニアンの基盤をえぐ

った深い谷と欝蒼たる森林にライン河を隔てて相対して

いる.

アノレプスは面積的に国土の南2分の1を占める.い

うまでもなくスイス･アルプスは広義のアルプスの中央

部にあり多くの場合アノレプスはすたわちスイス･ア

ルプスを指している.そしてスイスの別名ともなって

いる.アルプスは西南西から東北東に走る1大山脈で

あるがほぼその中央を走るロｰヌｰライン渓谷によっ

て南北に2分される.地質学的にいえば南部はヘニニ

ン帯であり北部はヘルベチア帯である.スイス･ア

ノレプスの最高部は南部のモンテ･ロｰザ(4,634m)マ

ッタｰホｰン(4,477m)であるが河川系の分水嶺をた

しているのはロｰヌｰライン渓谷の中央にあるサン･ゴ

ッダルド山塊(3,000～3,200m)である.北部ではユ

ングフラウ(4,158m)メンヒ(4,099m)アイガｰ

(4,099m)などの高峯がある､分水嶺が地形的高地帯

スイス国民とスイスの地

形に見られる多様性は気候

の上でも同様である.第

10図に東京とジュネｰブの

気温と降雨日数を比較して

あるがジュネｰブの気温は東京に比較して数度低く

降雨日数はほとんど同じである.とれは低地帯全体に

通じての天候といってよいであろう.低地帯の気候は

いわゆる酉ヨｰロッパ型の気候である.これに対して

スイス東南部のエンガディン(レｰト･ロマン語地域:

ダボス･サン･モリッツだとの有名たスキｰ･リゾｰト

地を含んでいる)地方は冬寒く夏暑くという年間気温

の差の大きい東ヨｰロッバ型たいし大陸陛の気候である.

一方アルプス南麓の南スイスの気候はアドリア海沿岸

諸国と同様で地中海型であり冬季にも比較的暖かで晴

天の目が多い.西南部のバレ(Va1ais)地方は気候的

にスイスのスペインといわれ乾燥した内陸的気候であ

る.しかしこのようた統計的数字だけではスイスの

気象の様相を表現することはできたい.筆者の住んで

いたチュｰリッヒ郊外ですら10月に入ると冬は駈け足で

やってくる;春の花で野山が彩られる5月までの半年

ガスとも氷雨とも雲ともつかぬものが一面の視界を埋

める陰うった冬が続くのである.天気図が典型的な好

天を示すときでもこのアノレプスの国のほとんどは低い

雲の中に埋もれてしまって膚を射す冷気が漂う.この

ようた時1,000mか2,000m以上の山に上ればさんさ

んたる太陽が白銀の峯々を照らしているのだが.この

目先不足の故にスイスではくる病が非常に多い.

建物のガラス戸はどこでも二重窓である.二重のガラ

ス窓から幾日も続くガスとそれを通してぼんやりと映る

牧場に働く農夫の姿を見るときこの貧しい土地を見限

って新天地に活を求めようとした古代のスイス人の

気持がよくわかるのである.

5答の住民i多様性と連帯感の起源

スイろはまた氷河の国でもある.最盛期にはわずか

た高峯をのこして全国は厚い氷河におおわれていた.

リスヴイノレム氷期のモレインはチスｰリッピからユラ�
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山脈の南隈にまでみとめることができる.したがって

スイス全土は氷河地形の上にあるといっても過言ではた

い･この地形がスイスの人々の生活をしっかりと規制

している･ここに主谷と副谷ということばがよく使わ

れる.これは河川の本流と支流といってもよい.だ

が単純な枝分かれ地形ではたい.スイスを訪れる人は

必ずベノレナｰオｰバｰランドかツエノレマットに行く.

そしてLauterbrmenやMatte工talのみごとたU宇谷に

まず驚嘆する.幅1～2㎞高さ1,000mにもおよぶ

巨大たU字谷はかつて氷河が両岸をえぐりおし出し

て行った跡である.このU字谷のところどころに滝が

かかっているのを見るであろう.ユングフラウヘの登

山電車に乗ってK1eineScheideg9からしauterbrunen

へと下りて行けば必ず数百mもの大滝が両岸にいくつ

か観察されるはずである(11図).それは日本ではとう

てい見ることのできたい偉観である.あるいはもっと

下流にでてインタｰラｰケンからブリュングゼノレ湖に沿

ってアｰル川を遡ってもよい.幅数㎞長さ15㎞にお

よぶこのせまい湖の両岸はヘルベチア帯わ石灰岩の見上

げるばかりの懸崖である.同じ様に幾つかの高い滝が

落下しているのカミ糸の様に眺められるであろう.この

U宇谷は日照りの悪いしかし静寂を潜めた谷である.

住家も家畜もまばらだ.多くの観光客は神々の棲家の

様に気高い高峯を仰いだのちいかにも目くありげた謎

を潜めた様だこのようた谷をのぞいてああこれカミアル

フスの人々かとスイスをこれで見尽したと満足感を抱く.

このよう珪人はスイスの生活のほんの一部を見たのにす

ぎたいのである.銀座通りを散歩しては同本を理解し

た気持になって帰って行く観光客の様に.

U字谷にかかる滝の彼方にたにがあるのかとあえて想

像する人はまれである.この滝カミ“副谷"への入口な

のである.高さ数百mから1,000mに達する懸崖のた

めに登り口は険しくかたり近づかなければ解らない.

しかし幾重ものジグザグの道を越えると突然下からは

想像もできたかった意外に欠きた明るい谷カミ延々と長

く長く続くのである.青々とひろがる牧場高く空を

衝く教会の塔牛を追って彼方の道をゆっくりと下りて

来る牧童たちそれは主谷U字谷の底からは想像もつ

かたい世界である.

このようた谷がスイス社会の単位にたる.この事庸

は大都市を抱えた低地帯でも変わらない.第12図の人

口密度分布を見て預けばこのことを理解してもらえるだ

ろう.アルプスのU宇谷から流れ下りた氷河は北北

東一南南西方向のままライン河やユラ山脈近くまで達

しモラッセの地層をけずって多くの平行した氷河湖

(チュｰリッヒ湖もその一つであるうや谷を作った.

これらの湖や谷に沿って村落が発達している.アルプ

スにあっては1つ1つの副谷がそれぞれ独立社会を作っ

てきた.主谷でも相当に大きくたい限りそれぞれに

分断された閉鎖社会を作ることにたる.コンミュｰン

はアルプスでは1つ1つの小さた谷が基礎とたって作ら

れ主谷や低地帯ではドラムリンやモレｰンにより作ら

れる小さな丘が基礎にたって作られる.

谷と谷は互いに地形的にも社会的にも分離している.

谷ごとに自給自足を原則としそれぞれ独自の財宝伝

説と歌を持ち祭りや民族衣裳を保存している.スイ

ス人にいわせるとチュｰリッヒの近郊ですら谷ごとに

わずかではあるが長い間にも決して消えることのたか

った独自の方言やたまりを持っているそうである.カ

ｰニハノレやクリスマス肢とに使う怪物の仮面もずく隣り

の谷では違っているという事もまれではない.

スイス国民はだれでも必ずどこかのコンミュｰンに属

Inh日bilanf3

輿1-25

皿回㎜25,50

1≡…ヨ50一､OO

鰯灘伽0-200

麗0Her200

第11図ベルナｰオｰバｰラントのL卿terb則nenの谷

.ぷ＼

第工2図人R密度因図の単位は1蝸当リの人口.�
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しこのコンミュｰンのいろいろた問題に関する決定に

参加しなければならないスイス国民はまず第!にコミ

ュｰンという国籍を持つというスイスデモクラシｰ

の基本はこのようた事情を抜きにしては理解するのに

困難である.

このようた無数の谷を基礎にした生活がスイス社会

の底辺に流れる多様性と共同意識感の原因となっている

のである.スイスを旅行する楽しみの最大なるものは

古い風俗伝統がよく保存されていることである.九

州そこそこの小さな国でこれほどVarietyに富んだ国は

ないだろう.思いつくままにいくつか例を上げよう.

酉のジュネｰブ束のチュｰリッヒはスイスのフラ

ンス系ドイツ語系を代表する都市であり中間のベノレ

ンはドイツ系に属する(第6図).チュｰリッヒからジ

ュネｰブに向かえばベノレンとロｰザンヌのほぼ中間で

ドイツ語からフランス語へ変わる訳だカミその境界を抜

けると街の中の看板類道路標識などドイツ語からフラ

㈹第13図スイ

ス各地の家屋鎌式の違い側と代表的様式の模型⑲.

⑮

第ユ4図

チｰズは日本の咲嗜と同じ

ようにアルプスの住民にと

って蛋白源として不可欠の

食物.せまいスイスの国

でも非常に変化に富んでい

る.�
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シス語に変わる.たとえばBank→Banque.

汽車かベルンを出発してジュネｰブに向かう.ベノレ

ンを出て間もなく車掌か切符を見にやってくる.アレ

ビリエットビヅテ(乗車券を拝見します).ロｰザン

ヌに近づくと同じ車掌が今度はフランス語でトウレ

ビレシル'ヴプレと乗客の間を廻る.

スイスの人が最も多く口にするのはチｰズサラミ

ソｰセｰジワインそしてバンである.最後のパンは

例外的に全国共通で色の黒いお世辞にも旨いといえな

いパンであるがチｰズサラミは各地各地でそれぞれ

少しづつ異なり特色がある.ワイ!もフランスド

イツほどではたいが各地にそれぞれ地酒のようなもの

がある･谷の奥深くの村で特産のサラミチｰズを試

みること山歩きとはまた異なった楽しみである.

農家の造り教会の塔の構造屋根壁の材料も地方

地方で随分異なる.ベノレンのアノレパイン博物館には各

地の農家の模型と展示がある(第13図).単色なのでた

とえばユングフラウ地域とノレッツェン地域との差はあま

りはっきりしたいかも知れたいがこの木造の壁の窓の

ふちたどに描かれる色彩模様たどすべて地方ごとに多種

多様である.あまり一般的な楽しみではたいが屋根

壁に使われている石材をひそかに叩き原産地を推理す

るのは地質屋の秘めごとというべきか.

篶～

1､り

一

⊂=コ皿皿[口〔:1コE…ヨ聾唖1

帥1ne帥㎝ePoOan山8Adige

第15図スイスの河川流域分類左よりライン川(ドイツヘと流れ下る)ロｰヌ川(フランスヘ)

ポｰ川(イタリアヘ)ダニュｰブ川(オｰストリｰへ)アジ川(南チロルヘ)河川地域

お祭りの多いこと日本並みであ

る.カｰニハノレは2月から3月に

かけて各地で行たわれるがその出

し御は意外と土俗的である.湖水

地方では日本のエビス様のような魚

つりの神様如きものが現われるし

ワインの美味い所はブドウを形どっ

た飾りをつける等.春の到来を告

げるというチュｰリッヒの六時の鐘

祭秋にノレガノなどで行なわれるブ

ドウの収穫祭11月kベルンで行な

われる玉ねぎ市12月のジュネｰブ

のはしご競技など季節季節の有名

たお祭りも多い.

第16図チュHリッピのカｰニバルのパレｰド.

第17図

アルプ(高原び)牧場の意)とアルペンホルン､�
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このようなスイスのロｰカルカラｰも道路の発達と

共に年々失われつつあるといわれている.自給自足は

道楽や楽しみでやっているのではなく地形上やむたく

そうなったのだから世の中全般が開けてくればスイス

とても例外ではあるまい.あと10年たつとスイスも面

白くたくたるとよくいわれる.アッペンツェノレグラ

ウビンゲンなどスイスの北上山地とも一いうべき地方でも

筆者がいた2年の間にすら目に見える変化があった.

古いスイスにあこがれる人は急いだ方がよいだろう.

6アルプスの語源一ホルンの響き

辞書(相良独和辞書)によればA1peあるいはA1p

はケルト語に由来しておりもともとは複数で使われ

dieA1penとして高山の牧場を意味する.またこれ

が男性名詞derA1pとたると悪霊魔神たどを意味する.

事実スイスの山地は万年雪のある所急傾斜で岩盤の

露出している所をのぞいてすべて牧場である.あ奉り

の高地では冬になると牛を下げ春に再び山に上げる.

ここでヒュッテというのは夏に高地で牛を放し乳を取

る人のために作られた石室のこのである.山ですれ違

う牧人の面だちは意外に端正である.しかしおした

べて厳しい表情とシワが多いために大学で見かける誰よ

りも哲学者然としており“教授"らしい.厳しい自

然環境の下で生活しなければ肢らたい立場から自然と

戦うよりも自然の中にとけ込み自然と一体とたって

家畜を育てて行くという感じである､アルプスではチ

ｰズや乳は自給できるが畑に乏しい.クノレ病がこの

国に多いということそれは目先の不足が原因であると

書いたがこのようた食生活にも一因があるのかも知れ

ない.このためかスイスの人は菜園作りに異常に熱

心である.高層アパｰトの住人ですら雪が融けると共

に3坪の菜園を作っては“自給自足"に努める.高

原の冷気をつんざいて響くホノレンこれは今ではまれにし

か聞けたいがと牛の鈴の音は陽気で明るくその音は

時には長い歴史時代のへんせんを通じてヨｰロッバの

僻地アルプスの国を守りながら各々にひそみ住んで

きた牧人の憤りの芦かと感じられるときがある.数メ

ｰトルもあるホノレンの音は渓谷にこだまし岩壁にこだ

まして誇張たしに信じられたいほどの遠方にまで響く.

だからホノレンを奉る人を見ることのできた人は幸運であ

7ルチアルプ

る.ホルンの音は牧場の人々や家畜から山の悪霊を追

い払うために吹くのだという.アノレプスの人々が心で

描く悪霊の仮面は奇妙たことに日本の雪国で作られてい

るという仮面そづくりである.

(筆者は燃料部現在スイス留学中)

～◎～◎～◎～

欝地質調査所中国出張所は去る4月15目下記へ移転しました

移転先

広嚢市上八丁堀6書30号広島合同庁舎3号館1階

地質調査所中国出張所

留(0822)21-1945

宇品･己斐行

交通広島駅r立町｣下車徒歩約8分

電車

広島駅手品行r紙屋町｣下車徒歩約8分

バス

鱗轟

第18図イｰスタｰ(復活祭)ほヨｰロッバでほ春の訪れの告知

である.アルプスの山深い谷では今も形相おそろしい

面をつけて冬の間に山に棲みこんだ悪霊を追い払う祭を

する､

第19図祭の仮面はありふれた町のマｰケットでも売られる.�


